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では「台風眼」が，スペインでは ojo de la tempestadが使われるようになった。その後，20 世
紀の 70 年代から一般語として，日本では「台風の目」が，スペインでは ojo del huracánが使
われるようになった。
（2）専門用語について：日本語の気象学用語である「台風眼」に関しては，外国語（英語）の
専門用語からの訳語である可能性が高い。スペイン語では，18 世紀の用例である abrir ojo「目








同様，この意義特徴は ojoのものではなくて ojo del huracánのものであろう。スペイン語の場
合，この慣用句の成立には，ojoの基本義のなかの〈発光体〉というような機能が関与してい
ると仮定することができる。



















では ojo del huracánという表現が使われている。両者に対応する概念は〈台風の目〉である。
両言語の国語辞書ではこれらの慣用句が，視覚器官である〈目〉の対応語（「目」と ojo）とど
のように関わっていると解釈されているのであろうか。










































































































































意義特徴が含まれていることがわかる。たとえば ODEでは見出し語 eyeの 2番目の語義が〈と
くに外観や形や相対的位置が目に似ている物〉であり，そこに具体例として〈とくに色がはっ
きり区別できる，花の中心部〉と “（also eye of the storm or eye of the hurricane）the calm 
region at the centre of a storm or hurricane” が挙げられている。また，Steinには〈光，思考力，
影響力などの中心〉，〈標的の中心〉（= ‘bull’s-eye’「金的」９） という語義（11 番と 14 番）が提
示されている。さらに OEDではその 19 番目の語義が “The center of revolution”〈渦巻きの中
心〉であり，用例から判断すると既に 19 世紀の末ごろには船乗りたちの用語で「台風の目」に
当たるところが “eye of the storm” と呼ばれていたことが分かる。すなわち，英語では，eyeの
「（台風の）目」という語義への拡張は〈中心を占めるもの〉という意義特徴から成立したと判
断することができる 10）。この気象は英語圏で，少なくとも 19 世紀末ごろには eyeと呼ばれてい
たことがわかった。
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1.4.2. eye of the stormから「暴風眼」へ
饒村（107）によると，「台風眼の詳しい気象資料が初めて得られ」たのは 1882 年のマニラ台
風の時であり，その結果を「岡田武松（第 4代中央気象台長），バルー（米）等多くの学者が研
究資料として使っている」という。岡田武松は 1874 年生まれの気象学者で，1923 年から 1941
年まで中央気象台長であった。1922 年に eye of the storm（標題の和訳は「台風眼に就て」）に
関する論文を発表していて，そこではバルーの eye of the stormに関する先行研究（1892）が引
用されている 11）。また，岡田（1908：26）では一番強い風が「颶風」と呼ばれて定義されてお
り，岡田（1913：91）では「颶風眼」についての，岡田（1916：100）では eye of the stormの
直訳と思われる「暴風眼」についての解説がある。岡田（1935：13）では「颶風」と「颱風」が
混用されているものの「颶風眼」について説明されている 12）。この流れから見ると，「台風眼」





年までは三者とも使われていないが，37‐45 年には「台風眼」が 4件，そして 46‐60 年では
「台風眼」が 3件，「台風の眼」が 9件，「台風の目」が 17 件出ている。しかし 61 ‐ 70 年では










2．スペイン語 ojo del huracán について
第 2章ではスペイン語における〈台風の目〉の対応語について検討してみよう。三好（2009b: 







のひとつとして ojo del huracánを記載している。そしてこの熟語さえ，20 世紀の前半のス
ペインでは使われていなかった可能性が大きい。なぜならば，この語句は，1900 年以降の
CORDEでは検索できないからである。1975年以降の言語コーパスである CREAでは67件
出てくるが，その場合も大半の用例が気象用語としてではなく，拡張義である “Centro de 













句には 3種類あることが判明した。ojo del huracán, ojo de la tempestad, ojo de la tormentaであ
る。それぞれの語句の使用について把握できた情報は以下の如くである。
2.1. 〈台風の目〉に相当する語句に関する辞書の情報
スペインの現代語辞書で見つけられたのは ojo del huracánと ojo de la tempestadという 2種
類の語句であった。
2.1.1. 親見出し ojoの語義に加えられている ojo del huracán
第 2章の初めに紹介した三好（2009b）からの引用部分で明らかなように，この慣用句を ojo
の語義のひとつとしてその定義を加えている辞書に，「アギラル」と「クラベ」がある。さらに
Lucena Cayuela，J. I. Alonsoもそうである。
「アギラル」の第 6 義：Área, gralm. circular, situada en el centro de un huracán o de una 
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tempestad. Frec EL ~ DEL HURACÁN.
「クラベ」の第 11 義：Parte central de algo, esp. de una tormenta o de un huracán.
Lucena Cayuelaの第 7義：Zona central de un huracán, donde la actividad es nula.
J. I. Alonsoの 7番目の語義：Núcleo o parte central de algo: el ojo de un huracán.
いずれも形状の語義は別に設定してあり，それとは別の語義である。共通する意義特徴は〈中
心を占める〉である。
2.1.2. 見出し語 ojoの子見出しとして提示されている ojo del huracán
子見出しとしてこの慣用句を提示している辞書は「アカデミア」，「モリネル」，「ラルース」で
ある。さらに「サラマンカ」もそうであった。
「アカデミア」：1. m. Rotura de las nubes que cubren la zona de calma que hay en el vórtice de un 
ciclón, por la cual suele verse el azul del cielo. 2. m. Centro de una situación polémica o conflictiva.
「モリネル」：1 Centro de un ciclón en el que no hay nubes ni sopla el viento. 2 Figuradamente, 
momento de calma tensa en medio de una situación de agitación.
「ラルース」：Parte central de esta tempestad violenta en la que todo está en calma.
「サラマンカ」：1 METEOR. Parte central de un huracán. 2 INTENSIFICADOR. Centro de una 
situación polémica o conflictiva.
「ラルース」以外の 3者は拡張義も加えている。
さらに，「アカデミア」（22 版，2001）の場合，旧版である 21 版（1992）までは見出し語 ojo
のなかにこの表現が含まれておらず，それまでの版で子見出しとして記載されているのはojo de 
la tempestadだけである。
2.1.3. ojo de la tempestad
この語句は「アカデミア」，M. Alonso，Alvarの見出し語 ojoの記述のなかに子見出しとして
含まれている。
「アカデミア」：ojo de la tempestad 1. m. ojo del huracán.
M. Alonso：O. de la tempestad. Rotura de las nubes que cubren el vórtice de los ciclones por la 
cual suele verse el azul del cielo.
Alvar：ojo de la tempestad, rotura de las nubes que cubren la zona de calma que hay en el vórtice 
de un ciclón, por la cual suele verse el azul del cielo.
「アカデミア」ではこの語句が ojo del huracánと同義であるとしている。そして後 2者には
ojo del huracánが子見出しとしても含まれていない。
なお，「アカデミア」がこの語句を子見出しとして記載したのは 1925 年の 15 版からであり，
その時の記述は上記の ojo del huracánのものと似ているが少し異なり，Rotura de las nubes que 
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2.2.1. ojo del huracán：一般語か
まず huracánだけであるが，この単語はスペインで 1900 年から 1975 年までの資料に 196 回




ただ，興味深いことに，その同義語と判断される centro del huracánという語句が 1度現われ
ている。115 番目の用例であり，1900 年にMadridと Barcelonaで出版された Augusto Arcimis
の著書であるMeteorología （『気象学』）のなか（176 頁）にある 15）。ということは，20 世紀の初
頭には専門用語としても一般語としても ojo del huracánという表現が使われていなかったので
あろう。
2.2.2. ojo de la tempestad：専門用語か
2.1.3.で紹介したように 3種類の辞書に採用されているこの語句は，CORDEのスペインの
コーパスには 1例しか出てこない。しかもそれは上記の 1900 年に出版された Augusto Arcimis
の『気象学』に含まれている（上記と同じ 176-7 頁）。そのほかには見つからなかった。この 1
例の含まれている文脈の前後には貴重な情報も含まれているので以下に紹介しておこう。
pues todas las borrascas tropicales presentan como característica distintiva, una inmensa nube 
negra, de la que se escapan, no gotas de lluvia, sino placas de agua. Esta nube es enorme y 
de gran altura, tal vez de 8,000 metros, pues en ocasiones se ha distinguido su vértice en el 
mar, desde 90 leguas de distancia; de tal modo intercepta la nube la luz del Sol, y la obscuridad 
en pleno día es tan intensa, que el cielo y el mar ofrecen el mismo color y se confunden, los 
relámpagos y los truenos no cesan un instante; cuando el centro del ciclón pasa por el lugar 
del observador, se nota, a veces, que la nube, negra se adelgaza y abre, dejando ver, por breve 
tiempo, el azul del cielo; a este fenómeno dieron los navegantes españoles el nombre de ojo de 
la tempestad. Pasado el período de calma, cuya duración es variable, vuelve a soplar el viento 
con la misma furia que antes, pero en sentido diametralmente opuesto, hasta que, alejándose 
el vórtice gradualmente recobra la atmósfera su anterior estado de tranquilidad.











2.3.1. ojo del huracán
まず huracánという語の使用であるが，この語形を分野などは制限なしでスペインに限って
検索すると，274 例が含まれている。そして ojo del huracánという慣用句は 65 回 16）現われて
いる。また定冠詞が elではない場合の用例を数えると 77 例あるが，そのほとんどは気象に関
係のない表現である 17）。なお，〈台風の目〉の意味の ojoが huracánの代名詞と一緒に使われて
いるのが 1例あった 18）。
ojo del huracánの使用に関する年代的な特徴であるが，この慣用句が気象学上の意味であれ
「アカデミア」が示す拡張語義である “Centro de una situación polémica o conflictiva” の意味であ
れ，このデータバンクのなかの最古の用例は 1989 年の新聞記事（ABC, 15/06/1989）であった。
CREAに関する限り，この慣用句はスペインで20年ほど前から使われだしたものと推測される。





2.3.3. ojo de la tormenta
語義の観点から ojo del huracánと類似の表現である語句として ojo de la tormentaが考えられ
る。この語句は，筆者が参照したスペインの国語辞書には見当たらないし，言語コーパスCORDE




（El Universal, 09/07/1996）の 1例だけであり，残りの用例は「アカデミア」が ojo del huracán
の拡張義として紹介している意味（c.f. 2.3.1.）で使用されている 21）。
2.4. ojo del huracán の ojo について









う気象用語が使われていたということから，それが英語の eye of the stormの翻訳語であろうと
いう当たりをつけて英語の辞書を調べた。そして OEDの見出し語 eye, n1 の 19 番目の語義の 3
番目の用例に注目した。eye of the stormという語句が含まれていたからである。しかしそのと
きは OEDの問題の語義の最初の用例として挙げられている “1760-72 tr. Juan & Ulloa’s Voy.（ed. 
3）II. VIII. iii 210 The cloud... begins, according to the sailor’s phrase, to open its eye, i.e. the cloud 




Antonio de Ulloaが書いて（執筆の大半は後者）1748 年にMadridで出版された Relación histórica 
del viage a la América Meridionalであることがわかった。第 1部 682 頁，第 2部 603 頁，史的要
約 195 頁の浩瀚な紀行書である。問題の個所は第 2部の「リマからキトへの帰還」を扱う「第 2
の書」の，「カジャオ港からホアンフェルナンデス諸島への旅」を扱う第 3章に現れている（272
頁）。海上で遭遇する「一時的な暴風雨，スコール」（turbonada）について，地平線に黒雲が湧
きあがり雨も降るが “dentro de quatro, ò cinco minutos vuelve à quedar tan sereno el tiempo como 
antes: lo qual advierte la misma Turbonada, porque luego que acaba de formarse en el Horizonte, 
empieza à abrir ojo（que assi llaman los Prácticos）esto es que se rompe la Nube, y hace claridad 
por el mismo Horizonte, donde se formaba” ということである 22）。この描写から以下の点が判明
する。







































（III, 272）も〈目への殴打〉が lamparazoとか linternazoと呼ばれていることを報告している。
国別の辞書によれば，〈目〉の意味で使われている〈発光体〉としては，メキシコ（Gómez）と
キューバ（Haensch, 2000b）で farolesと linternasが，チリ（Morales Pettorino）で farolesと
lámparasが，ウルグァイ（Haensch, 1993）とアルゼンチン（Haensch, 2000a）で farolesが使
われている。そしてスペインであるが，1991 年に出版されたManuel Martínez Medieroの劇作
品 Las largas vacaciones de Oliveira Salazarには “Los ojos de SALAZAR son como dos faros en la 







る。後者では 2種類の語義が提示されている。“1. m. Hueco sin techumbre comprendido entre 
las paredes o galerías que forman el patio. 2. m. Abertura superior por donde le entra la luz a este 




Academia Españolaの辞書では 1884 年の 12 版から子見出しとして記載されている。とはいえ，
この表現は CORDEでも CREAでも見つけることが出来なかった。古い表現なのであろうか。
B．ojo de jabón
スペイン語 ojoの用法を記述する「モリネル」の第 13 義である “Cada aplicación de jabón a la 














者がそうであるかどうかは不明である（そうでない可能性もある）。そして 20 世紀の 70 年代以
降，両国で一般語での対応語が使われ始めた。日本語では「台風の目」であり，スペイン語で






























もの〉という概念があるので，一般語の ojo del huracánの成立にはこの意義特徴が関与してい
るかもしれない。しかしながら問題の形状の意義特徴の用例の中に ojo del huracánを含めてい
る辞書は見当たらなかった。他方，スペインの国語辞書の中には ojoの基本義のなかに〈parte 
central 中心部分〉という位置の意義特徴を設定してその用例として ojo del huracán（あるいは
それに相当する語句）を加えているものがある 26）。スペイン語 ojoの語義の記述をほかの何冊か
の辞書で調べてみても，このような概念は意義特徴として含まれてはいない。やはり日本語の
場合と同様，この意義特徴は ojoのものではなくて ojo del huracánのものであろう。また，慣























































10）OEDの引用する用例は 1884 年の科学雑誌 “Science”，Vol. 3 の 63 頁にある 1文だが，原典を見てみる
と，それは船乗りたちの嵐の避け方に関する記事の一部である（“and there is then observed the peculiar 












14）2009 年 8 月 3 日現在で国立情報学研究所の論文情報ナビゲータによれば，「台風眼」がキーワード
として使われている論文が 9本ある。
15）“un pobre buque de vela, en el centro del huracán, no es más que un tonel, sin gobierno de ninguna 
clase.”
16）検索結果の画面では 67 casosとなっているが，concordanciasの画面には 65 例しか現れない。
17）文字通りの〈台風の目〉を意味しているのが 3例あった。Párrafoの 10（〈台風の目〉の静けさ），51
（衛星から観測される〈台風の目〉そのもの），59（〈台風の目〉の後に続く暴風雨）である。
18）この 1例は 274例のうちの 176番目で， “Al día siguiente los pilotos nos enseñaron fotos del avión y del 
huracán y, realmente, parecía que habíamos pasado condenadamente cerca del ojo del mismo”.（Feo, Julio 
(1993), Aquellos años, pág. 434）である。
19）Beigbederによると，英語の eye of the stormには，スペインの専門用語では centro del ciclón; centro 
de la tormenta; vórtice de la tempestadが対応している。
20. 多いのはペルーの 8例，アルゼンチンの 7例である。
21）CREAのこのデータから，tormentaの南北アメリカ・スペイン語的特徴があるかもしれないと思わ
れたが，現在の筆者にはそのような傾向に関する資料は見つかっていない。気づかれた唯一のデータ




なお，tormentaと tempestadの違いであるが，「アギラル」の見出し語 tempestadの記述に “Tormenta 







23）本稿の 2.1.2. 項で紹介した「アカデミア」の定義のなかにある「空の青さが見える」ver el azul del 
cieloという表現（2.1.3. ではM. Alonsoや Alvarも ojo de la tempestadの定義で使っている）や，慣用
句として扱うのには無理がありそうな ojo de la tempestad（2.1.3.）という語句は，2.2.2. で引用されて
いる Arcimisの記述から引用された可能性もある。
24）英語でも eyeの基本義の意義特徴のなかに〈発光体〉という概念が含まれている可能性がある。本文で
紹介したOEDの見出し語 eyeの16. a. の語義は “A central mass; the brightest spot or centre (of light).” 
であるし，つづく 16. d. は “The bright red spot observed through the mica- or glass-covered sight hole 
of a blast furnace.” である。さらに，使用地域や年代のデータには欠けるものの英語の方言的用法のな
かには a light eyeという語句が “a break in the clouds” という意味で使われているからである（Wright, 
271）。eyeの基本義の意義特徴のなかに〈発光体〉という概念が含まれていることは，俗語ではある
が英語の lampsが「両目」の意味で使われていることからも確認できる（OED; Stein, 804 など）。
25）この語句の原義は 2番目の語義であり，それから換喩で拡張したのが語義 1であろう。
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26）とくに本稿の 2.1.1. 項で紹介した「クラベ」と J. I. Alonsoが問題になる。
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Japanese-Spanish Comparative Study on the Corresponding 
Words to the Notion of ‘Eye of the Storm’
Jun-nosuke MIYOSHI
Abstract
This article is a part of the Japanese-Spanish Comparative Study on the corresponding words to the notion 
of the “eye” as an organ of sight, ME and ‘ojo’. Both languages have their corresponding words to the notion of 
‘eye of the storm’, TAIHUU-NO-ME and ‘ojo del huracán’. This paper traces the process of their formation, and 
reports on the several interesting points clarified through this research.
（1）On the corresponding words: Not only in Japan but also in Spain the knowledge on the meteorological 
phenomenon of ‘eye of the storm’ was introduced at the beginning of the 20th century, and their corresponding 
technical words, TAIHUU-GAN and ‘ojo de la tempestad’, began to be used. Later, from the seventies of the 
same century, their corresponding popular words, TAIHUU-NO-ME and ‘ojo del huracán’ began to be used.
（2）On the technical words: The Japanese one might have been influenced by the English meteorological term, 
and the Spanish one was originally one of the technical words of Spanish Sailors.
（3）On the semantic features of the organ of sight and the same of the corresponding words: In Japanese the ME 
of the idiom TAIHUU-NO-ME can be related to one of the semantic features of the shape of ME, ‘shape just like 
a point’. Also there are several dictionaries of Japanese language which present us the notion of ‘occupying the 
central part’ as one of the semantic features of ME, citing TAIHUU-NO-ME as an example. But it is impossible 
for us to find this notion among the traditionally admitted semantic features of ME, and we judge that this 
semantic feature belongs to the idiom itself. On the other hand, in Spanish also, we find several dictionaries of 
this language which present us the notion of ‘occupying the central part’ as one of the semantic features of ’ojo’, 
citing ‘ojo del huracán’ as an example, but we cannot find this meaning among the semantic features of ‘ojo’. Our 
judgment on this Spanish semantic feature is the same as that on the Japanese one, and moreover we suppose 
that the formation of the Spanish idiom, ‘ojo del huracán’, has much to do with a certain hypothetical semantic 
feature of the function of ‘ojo’, that is, ‘luminary’.
Keywords :  ME, ojo, TAIHUU-NO-ME, ojo del huracán, semantic feature
